
算 数 科 学 ⩦ 指 導 案
2019年㸴月㸵日㸦㔠㸧

Ⅰ 単 元 のこりはいくつ ちがいはいくつ

Ⅱ ⪃ 察

㸯 教材ほ

(1) ⫱成を目指す㈨㉁・⬟力の三つの柱

①▱㆑及び技⬟ ②思⪃力㸪判断力㸪⾲⌧力➼

減法が用いられる場合とそれらの意味に 減法が用いられる場㠃の⾲し方について筋㐨を立て

ついての理ゎ て⪃えたり㸪⤫合的・発展的に⪃えたりする力

減法が用いられる場㠃を⾲したり㸪㸯位 減法が用いられる場㠃を簡潔・明瞭・的確に⾲した

数同士の減法のィ算をしたりする技⬟ り㸪目的に応じて柔㌾に⾲したりする力

③学びに向かう力㸪人㛫性➼

数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き㸪減法を活用してよりよく問㢟ゎ決しようとする態度

(2) 学⩦内容㸸学⩦指導せ㡿上の位⨨付け

㸿数とィ算(2) 加法㸪減法

ア(㺏) 加法及び減法の意味について理ゎし㸪それらが用いられる場合について知ること。

(㺐) 加法及び減法が用いられる場㠃を式に⾲したり㸪式をㄞみ取ったりすること。

(㺑) 㸯位数と㸯位数との加法及びその㏫の減法のィ算が確実にできること。

イ(㺏) 数㔞の㛵係に着目し㸪ィ算の意味やィ算の仕方を⪃えたり㸪日常生活に生かしたりするこ

と。

(3) 単元と数学的活動の価値

本単元は㸪減法が用いられる場㠃の⾲し方を⪃える学⩦である。その価値は以下のとおりである。

子どもたちにとって㸪減法が用いられる場㠃は㸪おⳫ子を㣗べた時の残りの個数を求める場㠃

やゲームの得点を比㍑する場㠃など㸪㌟の回りに多く存在している。しかし㸪求残と求差の場㠃

の理ゎには⮳っていない。このような子どもたちが㸪減法が用いられる場㠃の⾲し方を⪃えてい

くことは㸪日常生活の減法が用いられる場㠃における㸰つの数㔞㛵係に着目し㸪減法の式に⾲

し㸪残りや㐪いの数を求めようとすることができるようになる。さらに㸪㡰序数や異種の㔞㸪求

小といった減法が用いられる場㠃の⾲し方を⪃える学⩦の素地をつくることとなる。

本単元で⾜う主な数学的活動の価値は㸪以下のとおりである。

「つかむ」㐣程では㸪倒したピンの本数を塗りながらグ㘓できるピンのイラストと「ちがいは

なんぼん」という㡯目がかかれたスコアシートを使用しながら㸪㸴本のピンを使って『ぼうりん

ぐげえむ』を⾜う。『ぼうりんぐげえむ』とは㸪ペアで㸯回ずつボールを㌿がし㸪残ったピンの



本数を競う活動のことである。この活動を⾜うことにより㸪求残と求差の場㠃に出合い㸪減法が

用いられる場㠃に㛵心をもつことができる。そして㸪ここでの⤒㦂は「ゎ決していく」㐣程にお

ける単位時㛫ごとの問㢟場㠃と⤖び付くため㸪求残や求差の場㠃をおはじきや数ブロック㸪⤮㸪

図を用いて操作したり㸪⥺で⤖んだりしながら⾲すことにつながるとともに㸪実感を伴って求残

と求差の場㠃を捉えることができる。

「まとめる・生かす」㐣程では㸪ピンの残りや㐪いの本数をィ算してグ㘓できるスコアシート

を使用しながら㸪10本のピンを使って『ぼうりんぐげえむ』を⾜う。この活動を⾜うことによ

り㸪㐍んで10以下の数から㸯位数を引く減法を活用しようとすることができる。「つかむ」㐣程

の『ぼうりんぐげえむ』で用いた㸪ピンのイラストを塗りながらグ㘓できるスコアシートからィ

算してグ㘓できるスコアシートに変更することは㸪求残や求差の場㠃を式に⾲して求めることが

できたことを実感できるため㸪日常生活の減法が用いられる問㢟場㠃を㐍んで式に⾲し㸪数を求

めようとする態度を㣴うことにつながる。

(4) 今後の学⩦

ここでの学⩦は㸪㸯年「ひきざん」で㸪10いくつから㸯位数を引いて差が㸯位数になる減法のィ算

の仕方を⪃える学⩦へと発展していく。

㸰 児童の実態及び指導方㔪

子どもたちは㸪㸯年「あわせていくつ ふえるといくつ」において㸪加法が用いられる場㠃の⾲し

方を⪃える学⩦に取り⤌んできた。この学⩦の中で明らかになった子どもたちの実態及び本単元を㐍

めるにあたっての指導方㔪は㸪次のとおりである。

① 合併と増加の場㠃について理ゎしてきている。このような子どもたちが㸪求残と求差の場㠃につ

いて理ゎできるように㸪求残と求差の問㢟場㠃の答えの求め方をおはじきや数ブロック㸪⤮㸪図を

用いて友㐩にㄝ明する機会をタ定する。また㸪合併と増加の場㠃を⾲したり㸪⧞り上がりのない㸯

位数同士の加法のィ算をしたりできるようになってきている。このような子どもたちが㸪求残や求

差の場㠃を⾲したり㸪㸯位数同士の減法のィ算をしたりできるように㸪いろいろな求残や求差の問

㢟場㠃やイラスト㸪㸲㸫㸰㸪㸷㸫㸴などの式を提示する。

② 合併や増加の場㠃の⾲し方について⪃えられるようになってきている。このような子どもたち

が㸪求残や求差の場㠃の⾲し方について⪃えられるように㸪おはじきや数ブロック㸪⤮㸪図を用い

た㸪既⩦の問㢟場㠃のゎ決方法を想㉳する機会をタ定する。

③ ⧞り上がりのない㸯位数同士の加法を㐍んで活用してきている。このような子どもたちが㸪㸯位

数同士の減法を㐍んで活用できるように㸪10本のピンを使った『ぼうりんぐげえむ』において㸪ピ

ンの残りや㐪いの本数をィ算してグ㘓できるスコアシートを用意する。

Ⅲ ┠標及びホ価つ‽

Ⅳ 指導ィ⏬ ※Ⅲ・Ⅳについては㸪指導とホ価のィ画参照

Ⅴ 本時の学⩦㸦㸲㸭㸷時㛫┠㸧

㸯 ねらい 『ぼうりんぐげえむ』における㸪倒した㸴本のピンと㸲本のピンの本数の差の求め方を

⪃えヰし合うことを㏻して㸪求差の場㠃は㸪減数分を一対一対応させ㸪残りの数が答えに

なることを理ゎする。

㸰 準 備 『ぼうりんぐげえむ』の㸱つの問㢟場㠃㸦提示用・㓄付用㸧

㸱 展 㛤



学⩦活動と子どもの意㆑ 指導上の留意点

㸯 本時のめあてをつかむ。 ○求差の問㢟場㠃の答えの求め方を⪃えるとい

・今日の問㢟は「ちがい」だね。答えは㸰だと う目的意㆑をもてるように㸪『ぼうりんぐげ

思うけれど㸪㸲と㸴の数字の㛫には㸳が㸯つ えむ』の求残と求差の問㢟場㠃を提示する。

あるから答えは㸯という気持ちも分かるな。 ○おはじきや数ブロック㸪⤮を用いて⪃えると

・「のこり」の問㢟の時はおはじきや数ブロッ いう数学的なぢ方・⪃え方を明確にもてるよ

ク㸪⤮を使って答えを求めたな。「ちがい」 うに㸪求残の問㢟場㠃の答えの求め方を問い

の問㢟もおはじきを使って⪃えたいな。 かける。

めあて「「ちがい」のもんだいのこたえのもとめかたをせつめいしよう」

㸰 求差の問㢟場㠃の答えの求め方を⪃える。 ○答えを求められない子どもには㸪答えの求め

方に気付けるように㸪問㢟場㠃のイラストを

㓄付し㸪ピンの本数の差を問いかける。

○答えを求められた子どもには㸪答えの求め方

を明確にできるように㸪答えの求め方の根拠

を問いかける。

㸱 求差の問㢟場㠃の答えの求め方についてヰ ○答えの求め方を共有できるように㸪㸲つ分を

し合う。 一対一対応させている子どもを意図的に指名

・おはじきを使って求めたよ。答えは「㸴本の し㸪答えの求め方をㄝ明するよう促す。

方が㸰本多い」だね。数ブロックの⪃え方は ○どの答えの求め方も㸲つ分を一対一対応させ

おはじきの⪃え方と並べ方が似ているけれ ていることに気付けるように㸪共有した答え

ど㸪Ⰽを変えていて答えが分かりやすいな。 の求め方に対するど点として「にているとこ

なるほど㸪⤮の⪃え方は㸲つ分を⥺で⤖んだ ろ」を提示し㸪ペアに発⾲するよう促す。

のだね。前に勉強したやり方だな。 ○数値が変わっても減数分を一対一対応させれ

・どの⪃え方も㸲つ分をくっ付けて㸪残った分 ばよいことに気付けるように㸪『ぼうりんぐ

が答えになっているところが似ているね。 げえむ』における㸪㸲本と㸰本の差を求める

・次の問㢟でも同じようにくっ付ければできる 問㢟場㠃を提示する。

よ。でも㸪今度は㸲つ分はくっ付けられない ホ価㡯目

よ。㸰つ分だよ。 おはじきや数ブロック㸪⤮㸪図を用いて

減数分を一対一対応させて差を求めてい

る。 㸺⾜動・ノート②㸼

とゝうことは㸪小さい方の数の分だけくっ付

ければよいのだな。 ○求差の問㢟場㠃と式を用いた⾲し方とを⤖び

・「ちがい」の問㢟も「のこり」の問㢟みたい 付けられるように㸪「㸴㸫㸲㸻㸰」と「㸲㸫

にひき算の式になるのだね。 㸰㸻㸰」を板書する。

㸲 本時のまとめをする。 ○⮬分なりの本時の学びを実感できるように㸪

・「ちがい」の問㢟でも㸪おはじきや数ブロッ 「わかったこと・きづいたこと」などのほ点

クを使って⪃えられたぞ。 を提示し㸪ペアに発⾲するよう促す。

おはじき
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ࠋࡿࡍタᐃࢆᶵࡿࡍㄝ᫂㐩࡚࠸ Ⓨゝࠋࡿ࠸࡚ࡋ 㸺Ⓨゝձ㸼

㸯 ⪄ࢆᚩ≉ࡢ᪉ࡧ㸪୪ࡢࢻ࣮࢝⟭ィࡢῶἲࡔࢇ୪つ๎ⓗۑ ࡢῶᩘ⿕ࡌ㸪ྠ࠺ࡼࡿࡅẼ㛵ಀᛶࡢῶᩘ㸪ᕪῶᩘ⿕ۑ ῶῶᩘ⿕ࡸࡇࡿ࠸࡛ࢇ୪ࡵᩳࡀᕪࡌྠۍ
ࠋࡿ࠼ ิ࡛ῶᩘࡀ㸮ࡽ㡰␒୪ࡓࢀࡽィ⟬ࢆࢻ࣮࢝ᥦ♧ࠋࡿࡍ ࡇࡿ࡞ࡃࡋ➼ࡀᕪ㸧ࡿ㸦ῶࡿ࠼㸯ቑࡀᩘ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋⓎゝࢆ࡞ 㸺Ⓨゝղ㸼

㸯 ồࢆ࠼⟆㸪ࡋ⾲ᘧࡢῶἲࡸຍἲࢆၥ㢟ሙ㠃࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ۑ ၥ㢟ሙ㠃ࡢῶἲࡸ㸪ຍἲ࠺ࡼࡿࡁᘧ࡛❧࡚ࡌᛂၥ㢟ሙ㠃ۑ ࡵồࢆ࠼⟆࡚ࡋᘧ❧☜ṇ࡚ࡌᛂၥ㢟ሙ㠃ۍ
ࠋࡿࡵ ࠋࡿࡍ♧ᥦᩘ「ࢆ ࠋࡿ࠸࡚ 㸺ࢺ࣮ࣀձ㸼

ࡲ࣭ 㸯 ࡢ㸪༢ඖࡋࢆ࠘ࡴ࠼ࡆࡄࢇࡾ࠺ࡰ࡚ࠗࡗࢆࣥࣆࡢ��ᮏۑ ࡿࡍ࠺ࡼࡋ⏝άࢆῶἲࡃᘬࢆ㸯ᩘࡽᩘࡢ��௨ୗ࡛ࢇ㐍ۑ ࢆᮏᩘࡢ࠸㐪ࡸࡾṧࡢࣥࣆ࡚ࡋ⾲ᘧࡢῶἲۍ
⏕ Ꮫ⩦ࢆࡾ㏉ࠋࡿ グ࡚ࡋ⟭ィࢆᮏᩘࡢ࠸㐪ࡸࡾṧࡢࣥࣆ㸪࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇ ィ⟬࡚ࡋồࠋࡿ࠸࡚ࡵ 㸺ࢺ࣮ࢩࢥࢫճ㸼
ࡵ 㘓࡛ࢆࢺ࣮ࢩࢥࢫࡿࡁ⏝ពࠋࡿࡍ
ࡿࡍ


